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在校中の地震発生に備え、あらゆる事態を想定し、

教職員が果たすべき役割を教職員間で共通理解する
中で、危機管理意識の向上を図り、児童生徒の安全
確保の徹底に活かす。

１．研修の目的

【この研修により生み出される効果】

○全ての教職員が災害時の役割を共通理解することで、意識向上につながる。

○あらゆる事態を想定した対策をとっていれば、災害時に臨機応変に対応できる。

○マニュアルの内容を再認識し、新たに記載しておくべき点を明らかにできる。

○担当教職員の不在時の対応に活かせる。

○学校災害対策本部の各班の連携が大切なことに気付くことができる。
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（１） 《 説明 》研修の進め方【３分】

（２） 《ステップ１》災害の状況設定をもとに、在校中での地震発生時から児童生徒の下校
（引き渡し）までに、考えられる状況を、各自がポストイットに記入【７分】

（例）

（３） 《ステップ２》班内で、ポストイットに書いた内容について、対策が必要な点を確認
【７分】
※「災害対応マニュアルの在校中の対応」のページを模造紙大にしたもの
に対策が必要な点を書き加える。
（班長司会）

（４） 《ステップ３》全体でマニュアルへの追加点等を確認し共有【７分】
※役割として新たに備えておくべき点を確認する。
（副班長発表）

（５） 《ステップ４》各班ごとの役割等を確認【５分】
（班長司会）

（６） 《まとめ》学校防災体制の一層の充実に向けて【１分】

２．研修の進め方

避難途中、余震により、廊下のガラス破損
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３．災害の状況設定

【災害の状況】
発生日 平成27年2月13日（木）

発生時間 11:00（3校時目）
地震の震度 震度７ （その他追加する状況を記載）

（参考）

震度７の状況・・・立っていることができず、はわないと動くことができない。固定していない家具のほと

んどが移動したり倒れたりし、飛びこともある。壁、梁、柱などの部材にひび割れ、亀

裂がさらに多くなる。大きな地割れが生じることがある。（気象庁ホームページより）

阪神・淡路大震災時の被害状況 東日本大震災時の被害状況
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災害の状況設定をもとに、在校中での地震発生時から児童生徒

の下校（引き渡し）までに、考えられる状況を、各自がポストイットに
記入。【７分】

《ステップ１》

避難途中、余震により、廊下のガラス破損

公共交通機関がストップし、下校できない

車いすを使っている生徒が避難できない

（例）

・避難途中に考えられることとして

・下校判断時に考えられることとして

・配慮を要する子どもの対応として

※児童生徒、建物や非構造部材、地域の状況に関することであら
ゆる事態を想定して考える。
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《ステップ２》

（例）

班内で、ポストイットに書いた内容について、対策がとられている

か確認し、対策が必要な点を書き加える。【７分】

公共交通機関
等の運行状況
を考慮するこ
とを加筆

「余震も
考慮し」
を加筆
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《ステップ３》

全体でマニュアルへの追加点等を確認し共有【７分】

・各班１分程度でマニュアルへの追加点等を発表。

・各自の災害対応マニュアルに加筆する。
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《ステップ４》

各班ごとの役割等を確認【５分】

（児童生徒及び教職員の安
否確認、警報の発表状況、
校区の被害状況、公共交通
機関の運行状況等）

避難に配慮を要する生
徒の避難補助

※班ごとに役割を確認
加筆点を班内で共有
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《おわりに》

日頃から危機管理意識を高め、
子どもたちの安全確保に努めましょう。



進行マニュアル

１．研修のねらい

２．進行上の留意点

（１）研修資料に沿って進行する。

（２）災害の状況設定では、発生日、曜日、発生時間について季節等を考慮し、各学校で設定する。

休み時間の設定も可です。

（追加する状況を記載）欄には、校区の災害特性を追加記載してください。

その際、例えば、南海トラフの巨大地震による津波が予想される地域では以下のように設定する。

例「校区は、市防災部局が示す津波浸水域に入っているが、学校の所在地は津波浸水域にはなっ

ていない。学校のある神戸市は南海トラフの巨大地震発生時には、９０分で１ｍの津波が到

達し、最大で４ｍの津波が到達することが予想されている」

（３）研修班は、学校災害対策本部の班編制とし、人数が少ない場合、複数班を１グループとして進め 
てもよい。ただし、意見を活発に出させるため、１班の人数が１０名を超えないようにする。

（４）研修形態は、班ごとに机を囲んだ研修形態とし、模造紙を広げられるように設定する。

（５）各自のポストイットへの記入は、災害対応マニュアルに頼らずに、イメージ湧かせて考えさせる。

（６）班内での活発な意見交換がなされるよう、机間巡視により適宜助言する。

（７）時間は概ね 30分で構成されているが、時間の確保ができれば、班での役割を確認する時間を増 
やすなど研修の充実を図る。 

（８）研修終了後は、災害時の各班の対応に使う必要物の確認等に活かすなど工夫するとともに、休日

等の対応についても各校で内容を改編し研修を図るなど、災害時の対応の充実を図る。 

３．事前の準備物
□災害対応マニュアル（各自準備）

□幅２５ｍｍのポストイット（１人２０枚×人数分）

□災害対応マニュアル記載の学校災害対策本部各班の役割及び在校中の災害発生時の対応（班数分）

※Ａ３版～模造紙大に拡大した用紙

□実物投影機１台（Ａ３版にコピーして活用した際に使用）

□パソコン

□プロジェクタ

□スクリーン

□マジック

【基礎編】地震発生時の児童生徒の安全確保のために

－あらゆる事態を想定して－

この研修パッケージは、在校中に地震発生した場合の被害等について、あらゆる

事態を想定し、教職員が果たすべき役割を教職員間で共通理解する中で、危機管

理意識の向上を図り、児童生徒の安全確保に活かすためのものです。

【この研修により生み出される効果】
○全ての教職員が災害時の役割を共通理解することで、日頃の意識向上につながる。

○あらゆる事態を想定した対策をとっていれば、災害時に臨機応変に対応できる。

○マニュアルの内容を再認識し、新たに記載しておくべき点を明らかにできる。

○担当教職員の不在時の対応に活かせる。

○学校災害対策本部の各班の連携が大切なことに気付くことができる。



研修資料

スライド（時間の目安） 進行原稿等

スライド１（0:00:00～0:00:20） これから、防災校内研修会を始めます。

今日は、地震発生時の児童生徒の安全確保のために－あ

らゆる事態を想定して－と題して、研修を行います。

スライド２（0:00:20～0:01:00） 研修の目的は、昨今、南海トラフ巨大地震や山崎断層地

震等、兵庫県内に被害を与える地震の発生が危惧されてお

り、学校は、災害が起きたとき児童生徒等の安全を確保す

ることが何より求められています。 そのため、在校中の地

震発生に備え、あらゆる事態を想定し、我々教職員が果た

すべき役割を教職員間で共通理解する中で、危機管理意識

の向上を図り、子どもたちの安全確保の徹底に活かすため

のものです。

この研修により生み出される効果として、

○全ての教職員が災害時の役割を共通理解することで、日

頃の意識向上につながる。

○あらゆる事態を想定した対策をとっていれば、災害時に

臨機応変に対応できる。

○マニュアルの内容を再認識し、新たに記載しておくべき

点を明らかにできる。

等という点が挙げられます。

スライド３（0:01:00～0:02:00） 研修は進め方として、

《ステップ１》この後に示す災害の状況設定をもとに、在

校中での地震発生時から児童生徒の下校（引き渡し）まで

に要する時間で、児童生徒に関すること、建物や非構造部

材に関すること、地域の状況に関することで考えられる状

況を、各自がポストイットに記入します。時間は７分とり

ます。

《ステップ２》班内で、ポストイットに書いた内容につい

て、対策がとられているか災害対応マニュアルの確認をし

ます。模造紙大のものに必要な点を記入します。班長が進

めてください。時間は７分とります。

《ステップ３》全体でマニュアルへの追加点等を確認し共

有します。各班から追加点等を１分程度で発表していただ

きます。副班長が発表してください。

《ステップ４》各班ごとの役割等の確認をマニュアルをも

とに改めて確認していただきます。班長が進めてください。

時間は５分です。

このような流れで研修を進めます。

（１） 《 説明 》研修の進め方【３分】

（２） 《ステップ１》災害の状況設定をもとに、在校中での地震発生時から児童生徒の下校
（引き渡し）までに、考えられる状況を、各自がポストイットに記入【７分】

（例）

（３） 《ステップ２》班内で、ポストイットに書いた内容について、対策が必要な点を確認
【７分】
※「災害対応マニュアルの在校中の対応」のページを模造紙大にしたもの
に対策が必要な点を書き加える。
（班長司会）

（４） 《ステップ３》全体でマニュアルへの追加点等を確認し共有【７分】
※役割として新たに備えておくべき点を確認する。
（副班長発表）

（５） 《ステップ４》各班ごとの役割等を確認【５分】
（班長司会）

（６） 《まとめ》学校防災体制の一層の充実に向けて【１分】

２．研修の進め方

避難途中、余震により、廊下のガラス破損

在校中の地震発生に備え、あらゆる事態を想定し、

教職員が果たすべき役割を教職員間で共通理解する
中で、危機管理意識の向上を図り、児童生徒の安全
確保の徹底に活かす。

１．研修の目的

【この研修により生み出される効果】

○全ての教職員が災害時の役割を共通理解することで、意識向上につながる。

○あらゆる事態を想定した対策をとっていれば、災害時に臨機応変に対応できる。

○マニュアルの内容を再認識し、新たに記載しておくべき点を明らかにできる。

○担当教職員の不在時の対応に活かせる。

○学校災害対策本部の各班の連携が大切なことに気付くことができる。
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スライド（時間の目安） 進行原稿等

スライド４（0:02:00～0:03:00） まず、災害の状況ですが、2月 13日（木）の冬の季節と
設定しています。時間は、3校時目の 11:00、学校ある地域
に震度７の地震が発生したという想定です。

震度 7を記録した阪神・大震災では、校舎の壁や窓ガラ
スの破損、東日本大震災では、学校昇降口の下駄箱が倒れ

るなどの被害も出ています。ちなみに、震度７は、立って

いることができず、はわないと動くことができない。固定

していない家具のほとんどが移動したり倒れたりし、飛び

こともある。という状況が予想されます。

※発生日、曜日、発生時間については、季節等を考慮し、

各学校で設定してください。休み時間の設定も可です。

※ （追加する状況を記載）欄には、校区の災害特性を追加

して記載して結構です。

その際、例えば、南海トラフの巨大地震による津波が予

想される地域では以下のように設定する。

（例）「校区は、市防災部局が示す津波浸水域に入っている

が学校の所在地は津波浸水域にはなっていない。学校のあ

る神戸市は南海トラフの巨大地震発生時には、９０分で１

ｍの津波が到達し、最大で４ｍの津波が到達することが予

想されている」

スライド５（0:03:00～0:10:00） それでは、研修に入ります。

災害の状況設定をもとに、在校中での地震発生時から児

童生徒の下校（引き渡し）までに要する時間で、考えられ

る状況を、各自がポストイットに記入します。

こんな状況も考えられるのではないかという視点から、

例えば、避難途中、余震により、廊下のガラス破損する、

とか、車いすを使っている生徒が避難できないなど、あら

ゆる事態を想定し、ポストイットに記入してください。

マニュアルに頼らず、考えてください。

ポストイットが足りなければ申し出てください。

時間は７分とします。

（７分後）

それでは、時間になりましたので、次に移ります。

スライド６（0:10:00～0:17:00） 皆さんにポストイットに書いた内容について、班内で、

対策がとられているか確認し、対策が必要な点を書き加え

ます。

（Ａ３版から模造紙大に拡大した用紙）の災害対応マニ

ュアル記載の在校中の地震発生の対応に、対策が必要な点

をマジックで書き加えてください。

各班の班長さんが中心となって進めてください。

時間は、７分とします。

（７分後）

それでは、時間になりましたので、発表に移ります。

《ステップ２》

（例）

班内で、ポストイットに書いた内容について、対策がとられている

か確認し、対策が必要な点を書き加える。【７分】

公共交通機関
等の運行状況
を考慮するこ
とを加筆

「余震も
考慮し」
を加筆

３．災害の状況設定

【災害の状況】
発生日 平成27年2月13日（木）

発生時間 11:00（3校時目）
地震の震度 震度７ （その他追加する状況を記載）

（参考）

震度７の状況・・・立っていることができず、はわないと動くことができない。固定していない家具のほと

んどが移動したり倒れたりし、飛びこともある。壁、梁、柱などの部材にひび割れ、亀

裂がさらに多くなる。大きな地割れが生じることがある。（気象庁ホームページより）

阪神・淡路大震災時の被害状況 東日本大震災時の被害状況

災害の状況設定をもとに、在校中での地震発生時から児童生徒

の下校（引き渡し）までに、考えられる状況を、各自がポストイットに
記入。【７分】

《ステップ１》

避難途中、余震により、廊下のガラス破損

公共交通機関がストップし、下校できない

車いすを使っている生徒が避難できない

（例）

・避難途中に考えられることとして

・下校判断時に考えられることとして

・配慮を要する子どもの対応として

※児童生徒、建物や非構造部材、地域の状況に関することであら
ゆる事態を想定して考える。



スライド（時間の目安） 進行原稿等

スライド７（0:17:00～０:24:00） 新たに必要な対策として追加した内容について、各班１

分程度で発表していただきます。

その際、皆さんは、各自お持ちのマニュアルにメモ願い

ます。

それでは、本部からお願いします。

（順に指名）

スライド８（0:24:00～0:29:00） それでは、各班の役割を班ごとに確認していただきます。

模造紙大（もしくはＡ３版）の学校災害対策本部の各班

の業務内容に、各班から出された必要な対応について、確

認いただき、必要があれば加筆してください。

なお、皆さんは、各自のマニュアルにも記載しておいて

ください。

また、各班の班長さんが中心となって進めてください。

時間は５分となります。

スライド９（0:29:00～0:30:00） それでは、本日、短時間ですが、災害時に対応について

研修をしていただきました。

最後に、校長先生から、研修の総括をいただきます。

（総括）

ありがとうございました。

以上で、研修を終わります。

《ステップ３》

全体でマニュアルへの追加点等を確認し共有【７分】

・各班１分程度でマニュアルへの追加点等を発表。

・各自の災害対応マニュアルに加筆する。

《ステップ４》

各班ごとの役割等を確認【５分】

（児童生徒及び教職員の安
否確認、警報の発表状況、
校区の被害状況、公共交通
機関の運行状況等）

避難に配慮を要する生
徒の避難補助

※班ごとに役割を確認
加筆点を班内で共有

《おわりに》

日頃から危機管理意識を高め、
子どもたちの安全確保に努めましょう。
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